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○ 全体的な状況 ○○大学

２．業務運営・財務内容等の状況
法人の業務の実施状況を総括して記載してください。その際、以下に留意く
ださい。
(1) 大学の基本的な目標等を踏まえ、学長のリーダーシップの下、各法人の目
指す方向性について、その実現に向けた取組や成果を学長が総括して記載し
てください。
(2) 記載にあたっては、取組内容の記載だけではなく、取り組んだことによる
成果や効果等があれば、併せて記載してください。
(3) 平成２３年度又は２４年度評価結果において、戦略性が高く意欲的な目標
・計画を定めて積極的に取り組んでいることが認められた法人は、下記３に
平成２５年度における取組状況を記載してください。
(4) 中期目標・計画に掲げた事項に関する取組のうち、「今後の国立大学の機
能強化に向けての考え方」（平成２５年６月２０日）も踏まえて取り組んだ
事項があれば、下記４にまとめて記載してください。（他の箇所に同趣旨の
記載がある場合でも、ここに必ず記載してください。）
(5) 全体の記載分量については、２～３枚程度を目安として、法人の実状に応 ３．戦略的・意欲的な計画の取組状況（該当法人のみ）
じて適宜調整してください。

１．教育研究等の質の向上の状況
附属病院、附属学校及び共同利用・共同研究拠点又は教育関係共同拠点に認
定された施設を設置する法人は、これらに係る状況も含みます。
附属病院については、教育・研究面、診療面、運営面に分けて記載してくだ
さい。
共同利用・共同研究拠点については、①拠点としての取組や成果、②研究所
等独自の取組や成果の２項目に分けて記載してください。また、ネットワーク
型の共同利用・共同研究拠点については、①の記載においてはネットワーク型
拠点全体の取組・成果と、各研究所等個別の取組・成果に分けて記載してくだ
さい。

４．「今後の国立大学の機能強化に向けての考え方」を踏まえた取組状況

※ 本様式例を参考に、大学の実情に応じて適宜調整してください。
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○○大学

◇ 教育研究の質の向上の状況
３ その他の目標 ※ 平成24年度補正予算（第１号）に関する目標を定めている大学は、これも作成してください。
(4) 平成24年度補正予算（第１号）に関する目標

中 ● 平成24年度補正予算（第１号） による運営費交付金及び政府出資金を用いて、出資の際に示された条件を踏まえつつ、企業との共同研究を着実に実施するこ
期 とにより、研究成果の事業化を促進する。その際、事業の透明性を確保するとともに適切な進捗管理を図り、社会に対する説明責任を果たすため、外部有識者
目 を含む委員会の設置や専門性を有する外部人材の配置などの体制整備等を図る。
標

中期計画 年度計画 進捗状況

【 】 【 -1】
・平成24年度補正予算（第１号）による運営費交付金及び政府出
資金を用いて事業化に向けた産学共同の研究開発を推進する。研
究開発の実施にあたっては、予め、事業の目的などを定めた事業
計画を策定するとともに、学外有識者を含む委員会の設置や専門
性を有する外部人材の配置等により、外部からの専門的な視点を
盛り込むなどの体制整備を図る。

【 - 】
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○○大学

平成24年度補正予算（第１号）に関する目標に関する特記事項

重点的に取り組んだ事項や特記すべき事項を記載してください。

※記載分量については、１枚程度としてください。


